
浅尾さんとの長い付き合い
浅尾さんは、鎌倉市出身の私の中学・高校そして大

学の後輩です。実際の浅尾慶一郎さんとの最初の出会
いは、私が外務省で働いていた頃でした。ソビエト連
邦が崩壊し、東西冷戦体制が終結してしばらく経ち、
国内は細川連立政権から自民党に政権が戻った頃でし
た。国会では〔政権を取るつもりのない野党〕の「平
和が尊いと唱えてさえいれば、平和は保つことができ
る」という『空想的平和主義』に基づいた議論の残照
が色濃く残っていた頃でした。

現実的な政策を提唱、実現する政治家
私が、浅尾慶一郎さんに期待する理由は、彼が野党

にいる時から現実的な〔外交・安全保障政策〕を唱えて、
いくつも実行していたからです。〔外為法〕を改正し、

日本の外交カードとして〔北朝
鮮への送金停止〕を実現したの
もその一例です。また、アフガ
ン戦争の〔インド洋における支
援活動〕や、〔ソマリア沖海賊
対処法案〕でも浅尾さんは、多
くの建設的な提言をされていま
す。現在、日本を取り巻く国際
情勢はますます厳しさを増すばかりです。国際的な視
点を持つ浅尾慶一郎さんのような〔現実的な政策〕を
提唱できる政治家こそが必要なのです。

空想的平和主義には任せられない
北朝鮮の〔核・ミサイルの開発〕は進み、ロシアと

の〔北方領土問題〕は未解決、韓国との〔関係修復〕
も一段と難しくなっています。さらに、中国は経済的
に大きく発展したことで〔対外的な進出の意思〕を隠
さなくなりました。アメリカをはじめとする先進国の中
国への警戒感は高まるばかりです。「台湾有事は、日本
有事につながる…」と言っても過言ではない緊迫した
国際状況下で、〔空想的平和主義〕に先祖帰りした政党
や政治家に、これ以上日本の政治を任せることはでき
ません。
国際的な人脈を持ちつつ、地に足がついた現実的な

〔外交・安全保障政策〕を打ち立てることができる政治
家として、私は浅尾慶一郎さんに期待しています。
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外交評論家の宮家邦彦さんからの応援メッセージ
浅尾慶一郎さんに期待します！

浅尾慶一郎事務所
〒247-0056　鎌倉市大船1-23-11 松岡ビル5F
TEL：0467-47-5682 ／ FAX：0467-47-5626　 e-mail : info@asao.net

浅尾慶一郎プロフィール  
昭和39年2月11日生まれ
栄光学園高校、東京大学法学部卒業
日本興業銀行出身、証券アナリスト
米スタンフォード大学経営大学院（MBA）修了
玉川大学　講師

平成10年　参議院議員選挙初当選
平成16年　参議院議員選挙当選（2期目）
平成21年　衆議院議員選挙初当選
平成24年　衆議院議員選挙当選（2期目）
平成26年　衆議院議員選挙当選（3期目） http://twitter.com/asao_keiichiro

http://facebook.com/asao.keiichiro

http://www.asao.net
誰にでも何度でもチャンスのある社会を。
あさおの思いはコチラから。

神奈川県第４区（横浜市栄区・鎌倉市・逗子市・葉山町）

あさお慶一郎  Youtube 検索あさおチャンネル



●お申し込み記入欄 （お申し込みFAX番号：0467-47-5626）
お申込みをされる項目に✓をしてください お 名 前 生年月日 年　　　月　　　日

▢ 特別賛助会員
▢「自民に“喝！”」ポスター掲示希望
 ＊ 自宅の壁・フェンス等に掲示可能な方、ご支援よろしく

お願いします。

ご 住 所

電 話 携帯電話

E-mail

「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）※の募集を行っております。ご入会された方には、今
年の干支である丑（うし）の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

※後援会組織である各あさお会は無料、年会費はありません。

特別賛助会員募集・
ポスター掲示

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。

コロナ感染現在の状況（8月一ヶ月）

コロナのお困りごとは浅尾事務所へ
〔浅尾慶一郎事務所〕電話 0467-47-5682

市　町　村 横浜市栄区 鎌倉市 逗子市 葉山町 神奈川県
累積感染者数（月末感染者数） 1,152 1,870 616 315 142,145
新規感染者数（当月増数） 509 772 288 183 64,766
単月感染者前月比 419 533 248 170 53,149
10万人当たりの新規感染者 425 446 505 556 703 

神奈川県全域で感染者が急増しています。

コロナに対する浅尾の覚悟今月の提言

鈍い政治の対応
どうやら、政界と有権者との間
には深い溝があるようです。危機
は人々の身近に迫っていますが、
政界の反応は鈍いままです。

遺書を書く用意
こんな出来事がありました。強

く、政治の反応が鈍いと感じさせ
る出来事でした。知人が新型コロ
ナウイルスに感染したのです。そのとき「酸素ボンベが
必要な中等症になっても入院が出来ない」と言われ、遺
書を書く用意をしたと聞きました。また家族全員がコロ
ナに感染し、それでも入院が出来ず、一家で自宅療養中
のお孫さんを心配するお祖母様からも話を聞きました。
まともな医療が受けられず遺書をしたためる……。こん
なことが日本で起きて良いのでしょうか。これは明らか
な政治の怠慢です。

日米の危機における対応の違い
ふと、20年前の出来事を思いました。9月11日、私
はオタワ空港を飛び立ちシカゴ経由で日本に向かう機上
でした。機体が五大湖上空にさしかかったとき突然「全
米の空港が国家安全保障上の理由から全て閉鎖されまし
た。当機はオタワに戻ります」とのアナウンスに接しま
した。
10年前の東日本大震災の後、福島第一原発の事故が
明らかになり、不安のなかで過ごした日々も思い出され
ました。いずれも「危機」でした。

「9・11」においてはブッシュ
大統領の率直に国民に語りかけ
る演説で米国民は団結しまし
た。東日本大震災においては、
当時の首相・官房長官が十分情
報を開示せず、原発事故に関し
て虚実ないまぜの情報が飛び交
い、人々の不安を増幅させまし
た。日米での、政治が国民と向
き合う姿勢の違いです。コロナ
との戦いを前に、われわれは同

じことを繰り返してよいのでしょうか。

目的と手段を分け、思考停止にNO！
危機に際し、いま必要なことは何でしょうか。まずは
包み隠さず現状を国民に伝えることです。そして、改善
点を示し、道筋を明らかにすることです。病床が逼迫し
ているのであれば、既存の病床をコロナ病床に振り替え
ましょう。法改正が必要なら、痛みを伴っても断固とし
て突き進むべきです。病床そのものは十分にあります。
人流を止めるためにロックダウンが必要なら、法改正も
しましょう。法改正が憲法に反するというのであれば、
それもやりましょう。緊急事態条項を盛り込んだ改正作
業です。憲法と聞けば「No」としかいえず、思考停止
に陥った野党であれば、それにも「No」と言いましょう。
総理を目指す覚悟を決め、公言した浅尾慶一郎は批判だ
けでなく、具体策も示します。現状維持勢力と闘い、国
民に安心を届け、希望への道筋を示します。

前衆議院議員　浅尾 慶一郎


